





























































































































時息切れが目立ち SPO286 ％に低下、酸素 1.5L/分に上げて
SPO292％に回復。洗髪時に呼吸を止めており、SPO286％に低下、
酸素2L/分に上げてSPO293％に回復。この時、患者はSPO2に興味
を持った。2．介入：患者に自分の呼吸状態を意識するよう指導し
た。動作が早いこと、洗髪時に呼吸を止めていることを指摘。口す
ぼめ呼吸法の訓練や休憩を取り入れ、呼吸を整えて次の動作を意識
することを指導した。患者は目安にするためSPO2モニタリングを
購入した。3．介入後の入浴介助：モニタリングを患者に意識させ
ながら実施。酸素2L/分で開始SPO294％。SPO2値を意識して椅子
に座って脱衣。湯船に入る際SPO2が低下し、口すぼめ呼吸を実線。
息切れが改善されSPO295％まで上昇。洗髪時は休憩をはさんで口
すぼめ呼吸を行っており、SPO292％を保つことができた。
【考察】この事例を通して負荷の少ない動作習得には、患者に自分
自身の呼吸状態を意識させることが有効である事がわかった。高齢
者が長い年月日々行ってきた生活動作を変えるためには、看護師は
単に知識を提供するのではなく、患者自身が気付き、学習し、行動
変容していくように関わることが重要である。
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